JET Programme Alumni Report
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元JETプログラム参加者報告

元JETプログラム参加者報告
副会長　ジェニファー・シ.・パーク
ブロック２代表　ルイー・チャング
ブロック4代表　ルーサー・フラッグスタッド
翻訳・通訳担当　ジョセフ・シャット
目標
· 元JET参加者が日本との関係を継続するための方法を検討する。例えば、JETプログラム同窓会（JETAA）やソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）や職業集団を通すなど。
· 元JET参加者が同窓会に参加しない理由を検討する。

· JETプログラム同窓会員と参加しない元JET参加者を分けて、共通する特徴を確認する。
方法
　AJETは、11月16日をめどに、9月29日から元JET参加者の調査を実行しています。JET同窓会、領事館、日本に関するインターネットのフォーラム（www.bigdaikon.comとwww.ithinkimlost.com）、AJETのホームページ（www.ajet.net）、AJETのメーリング・リスト、SNSのフェイスブック（www.facebook.com）、口コミを通して調査を行いました。
　この報告書は10月13日までに調査した452人から得た情報のみに基づいています。

回答者に関する情報
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452人の回答者を何年にJETプログラムに入会し、また何年間参加していたのかで分析しました。189人（42%）の元JET参加者が2004-2006年の間に入会したと回答しました。つまり、2004年以前に入会した回答者は263人（58%）いました。
344人（76%）の回答者は一年間以上JETプログラムに参加したと答え、99人（22%）の回答者は一年間だけ参加したと答えました。
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AJETは23カ国から回答を得たが、その回答者の殆どはアメリカ（57%）やカナダ（11%）、日本（14%）にいました。
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元JET参加者の現状
多くの元JET参加者は日本と関係のある職に就いています。282人（63%）の回答者はフルタイム、26人はパートタイムで雇用され、19人は事業をしていると答えました。
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就業している回答者の56％は自分の職業が日本に関係するか国際的活動が含まれていると答えました。70人（23%）は職場で日本語を毎日使うと答え、62人（21%）がJETプログラムの時に得た日本文化の知識を毎日使うと答えました。就業している135人（45%）の回答者は異文化間コミュニケーション能力を毎日使うと示しました。92人（27%）は特に日本と関係する仕事に携わっていると答えました。日本の学校、企業、領事館や大使館、仕事の斡旋、大学などの場や、家庭教師、翻訳・通訳者として働いていると述べました。
また、多くの元JET参加者は日本に関するプロジェクトなどを自分の職場で実行しているようです。就業している107人（35%）の回答者は、ツアーを企画する、文化交換行事を開催する、日本の文化を教室で教える、日本へ進出しようとしている会社を手伝う、貿易業務, 色々な日本の野菜を植える、などしていると示しました。
多くの元JET参加者は職業以外にも日本との関係を継続するようにしていると答えました。現在大学院に在籍している回答者の中で、22人（37％）は「日本に焦点をあてた研究プロジェクトを積極的に捜し求めたり、始めたりしています」と答えました。帰国している回答者の中で、192人（52%）は「住んでいる地域で、日本や日本の文化を紹介するために何かをしています」と示しました。以下の表はどのようにしているのかを説明しています。
	どのように日本や日本の文化を紹介していますか。

	選択
	割合
	数

	JETプログラムに参加していた間に経験したことについての形式張らない意見交換をする
	85.3%
	198人

	日本関係のイベントに参加・支援する。
	70.7%
	164人

	JETAA以外の日本・日本語関係の団体でボランティア活動する
	25.4%
	59人

	地域で日本関係の活動を始める。
	11.6%
	27人

	既にある活動やイベントに日本関係の案を出す。
	38.4%
	89人

	家族・友達に和食、日本の映画・漫画を紹介する。
	75.9%
	176人

	その他
	21.1%
	49人

	 
	 
	質問に答えた人数
	232人

	 
	 
	質問に答えなかった人数
	220人


就業していない元JET参加者の数は58人（13%）で予想より多くいました。しかし、この統計には三ヶ月前帰国した参加者も含まれています。 

現在、国際JET同窓会は「ジョブ・バンク」というサービスを設けています。JET同窓会のホームページwww.jetalumni.orgよりアクセスができます。最近は一ヶ月間に80の仕事が記載されました。また、約800の会社へのリンクも載っています。JETプログラム同窓会東日本支部は毎年就職フェアを開催しています。元JET参加者も現在のJET参加者も参加することができます。
JET同窓会の会長であるマイケル・アダムズは国際JET同窓会とそれぞれの支部がどのようなサービスを設けているのかを説明しました。各支部は別々で活動をしていますが、殆どのところは求職者向きの説明会を行っています。演説者、ネットワーク作り、ワークショップなどが含まれています。また、殆どのJETAA支部は人材スカウト会社と連絡を取り、就職の機会をEメールで募集しています。
帰国した元JET参加者のためにさまざまなサービスが設けられているようです。ただ、34人（72%）の就業していない回答者は三ヶ月ほど前に帰国したばかりで、JET同窓会はJETプログラム参加者が日本にいるうちに就職活動をもっと支えることができないだろうかと考えています。例えば、JET参加者を早めに同窓会に入会させるか、積極的に入会するように勧誘するなど、JET参加者はこの求職者向きの情報資源を早めに利用すれば、就職できない人数を減らすことができるでしょう。
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JETプログラム同窓会（JETAA）
JET同窓会のホームページより、約5万人がJETプログラムに参加しました。この中で、21,000人（40%）はそれぞれのJET同窓会支部に登録しています。この調査を多くの元JET参加者に行き渡らせるのに使った主な連絡経路がJET同窓会でしたので回答者の多くもJET同窓会員ということになります。調査を行った当時、286人（80%）の回答者はJET同窓会に参加しており、73人（20%）は参加していませんでした。

	現在または過去において、JETAAに参加したことありますか?

	選択
	割合
	数

	前はJETAA メンバーだったが、辞めた。
	5.0%
	18人

	JETAAメンバーにはならなかった。
	15.3%
	55人

	現在JETAAメンバー。
	79.7%
	286人

	 
	 
	質問に答えた人数
	359人

	 
	 
	質問に答えなかった人数
	93人


しかし、この質問に答えなかった回答者は93人（21%）で、非常に多くいました。なぜこのように多くの回答者が質問に答えなかったのかは不明ですが、おそらくJET同窓会自体を知らなかったから答えなかった。ですので、会員である可能性が低いというふうに考えております。つまり、JET同窓会員ではない回答者は最大166人（41%）ということも有り得ます。JET同窓会に参加していないと答えた55人の回答者は全員自分の地域で支部があることを知っていると調査で答えました。なぜJET同窓会に参加しないのかという質問に対し、7人（13%）は自分の地域のJET同窓会が開催する活動に興味がない、12人（21%）は時間がない、4人（7%）は近くに支部がない、9人（16%）は申し込む方法が分からない、31（56%）は、特に理由がないと答えました。
	なぜJETAAに参加しなかったのですか。

	選択
	割合
	数

	時間がない。
	21.8%
	12人

	日本・日本の文化に興味がない。
	0.0%
	0人

	JETプログラムに参加していたのは良くない経験だった。
	3.6%
	2人

	私の地域のJETAAが開催する活動に興味がない。
	12.7%
	7人

	私の地域のJETAAの人たちとの良くない経験があった。
	0.0%
	0人

	近くにJETAAがない。
	7.3%
	4人

	申し込む方法が分からなかった。
	16.4%
	9人

	特別に理由がない。ただ、参加しなかった。
	56.4%
	31人

	その他
	10.9%
	6人

	 
	 
	質問に答えた人数
	55人

	 
	 
	質問に答えなかった人数
	0人


他に回答者は、Eメールや手紙をもらいたくない、まだ新しい生活に慣れていない、一番近い支部でも2時間ぐらいかかるほど遠いなどの理由も述べました。同じ質問に、ある回答者は出来れば新しい支部を開きたいという意思を示しました。

回答者は現在23カ国以上に住んでいます。もちろん、5万の元JET参加者を全員含めるとこの数は増えます。元JET参加者が少ないところでは特にJET同窓会の支部を維持するのは難しいです。また、支部があるところでも、どのぐらい活動をしているのかは様々です。ある回答者は新しい地域へ引っ越したら、そのJET同窓会支部に参加するのは難しいと述べました。

既に樹立したけれど活動していない支部は帰国した元JET参加者を活動に対して無関心にさせる影響もあるようです。例えば、ある回答者は前にJET同窓会に参加していたけれど「ホームページはいつもダウン状態で、連絡があまり取れないし、ヤフーグループは一月前から更新されていない」という理由を述べ、脱会しました。
JET同窓会に日本と関係するものだけでなく一般的な国際行事に関わって欲しいという意思も調査に現れました。ある回答者は「JET同窓会が他の地域に対しても取り組む活動をしていたら私は参加します」と述べ、続いて「私が働いている文化交換組織は色々な少数民族のために行事を行っています。JET同窓会も関わりあったらいいと思うけれど、日本を中心にしていないと関わらないようです」と述べました。また、別の回答者は「JET同窓会はもっと日本での求職者向きの情報資源や機会を提供して欲しい」と述べました。
今年、JETプログラムは22年目を迎え、多くの元参加者には家族もいます。ある回答者は「帰国して5年経った人々には大抵は家族がいることを忘れないで下さい」と述べ、「子供と日本文化を繋ぐためにJET同窓会は何ができますか」と聞きました。そして、アニメの映画を鑑賞することや遊び仲間のグループを作ることなどのアイデアも調査で提案してくれました。JET同窓会には元JET参加者の子供に国際化を促す、また日本とのつながりを作る、機会があります。
他の国際行事に関わるというのは確かにJETプログラムの「日本と他の国との草の根国際化を進める」という目的に合うでしょう。調査によると多くの元JET参加者は帰国してからも国際化に取り組んでいるようです。仕事に国際向きの活動を含む174人の回答者の中で、706人（61%）は日本と直接的な関係があり、残りの67人（39%）は他の国と関係することに取り組んでいます。様々な国際化の行事に関わるとJET同窓会はもっと多くの元参加者の協力を得て、その活動の影響がもっと広く及ぶでしょう。
帰国するJET参加者に同窓会について情報を行き渡らせるために、もっと多くのことをする必要があるようです。JET同窓会に参加していない回答者の55人中9人（16%）が申し込む方法が分からないからという理由を述べました。ある回答者は「JET同窓会という組織は今初めて聞いた」と答えました。JET参加者が帰国する前に色んな手法で情報を明確に与えるべきです。また、多くの回答者は最初の連絡をJET同窓会からしてくれるべきだと考えているようです。ある回答者は「JET同窓会は色んな地域社会に手を差し伸べる活動をしているなら私は参加する」と述べ、「もし、私に対して、もしくは近くの地域社会に対して、有意義な利益を見せてもらえたら、参加を考える」という意見を述べました。AJETは現在、どのようにJET同窓会との関係を強化して、今後のJETプログラム参加者に明確な情報を行き渡らせることができるのか検討しています。2007年度からJET参加者が同窓会のあり方を知ることができるようにJET同窓会代表を日本に着いた直後の東京オリエンテーションに参加させています。

代替の連絡経路と働き掛け
この調査は様々な連絡経路を通して配布しました。最も主たる２つは180人（43%）を占めるJET同窓会と86人（21%）を占めるAJETのメーリング・リストなどの資源。これに加え、口コミを通して、96人（23%）の回答者も得ました。最終的に、SNSのフェイスブックと他のオンライン・フォーラムなどを通して、33人（7%）の回答者にも調査を届けました。全体では回答者の238人（57%）がJET同窓会以外の経路に因るものでした。 
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ホームページ、フォーラム、SNSなどは元JET参加者が日本との関係を継続するために大切な手段です。特にJET同窓会の支部が近くにない元参加者にとって重要です。直接会ったり活動に参加すること以外にも色々なことができます。例えば、ある回答者はJET同窓会の支部で開催されている読書クラブの例を述べました。このようなオンライン・コミュニティーの将来性を理解し、AJETは現JET参加者も元参加者も国内での行事やニュースなどの情報が得られるように、SNSのフェイスブックでJET参加者のためのグループを作り、維持するつもりです。
外務省と自治体国際化協会への質問

1. JETプログラム参加者はどのようにしてJET同窓会の情報を得ていますか？ AJETはEメールのメーリング・リストと東京オリエンテーションで情報を配布するつもりですが、他に役に立つ方法はありますか？

2. 外務省や自治体国際化協会は帰国するJET参加者の人口統計データなどを集めますか？もしそうであれば、どのように集めますか？

3. 外務省や自治体国際化協会は定期的に元JET参加者と連絡を取りますか？もしそうであれば、どのように連絡先などを集めますか？
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